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と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。
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臨時会

定例会・特別委員会

意見書

一般質問

傍聴記

編
集
後
記

議会の主な動き 平成26年７月～10月

議会広報特別委員会
９月１１日・２４日・10月３日・６日・８日

21日㈭

25日㈪

天草・出水県際交流促進協議会総会（長島町）

天草地域国県道路整備促進期成会総会
（松島町）

８
月

14日㈪

22日㈫
～23日㈬

23日㈬

29日㈫

30日㈬

31日㈭

第27回議会臨時会

農委・総合農政審議会合同視察研修

監査委員研修会（自治会館）

県地域福祉トップセミナー（熊本市）

水産振興協議会

第28回議会臨時会

７
月

１日㈮

５日㈫

８日㈮

20日㈬

歴史資料館起工式
県町村議会議長会理事会

県町村議会正副議長研修会（熊本市）

天草広域連合議会運営委員会

天草広域連合議会
議会運営委員会

８
月

　

今
年
の
夏
は
、
雨
が
多
く
、
暑

い
日
が
少
な
か
っ
た
。
気
が
付
い

た
ら
、秋
に
な
っ
て
い
た
感
じ
だ
。

今
年
は
何
か
と
忙
し
か
っ
た
せ
い

で
そ
う
感
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

と
は
言
っ
て
も
、
こ
こ
数
年
、

時
間
が
経
つ
の
が
本
当
に
早
い
。

こ
ん
な
に
慌
た
だ
し
く
過
ご
し
て

い
た
ら
、
人
の
一
生
な
ん
て
一
瞬

の
出
来
事
で
し
か
な
い
と
感
じ
て

し
ま
う
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
広
島
の
土

石
流
災
害
は
悲
惨
だ
っ
た
。
報
道

に
よ
れ
ば
30
年
前
で
も
広
島
の
地

盤
が
弱
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い

た
。
そ
れ
を
都
市
開
発
で
急
斜
面

の
そ
ば
ま
で
住
宅
開
発
を
し
て
い

る
。
そ
れ
で
い
て
砂
防
ダ
ム
が
準

備
出
来
て
い
な
か
っ
た
の
だ
か

ら
、
行
政
が
手
遅
れ
で
あ
っ
た
こ

と
に
は
言
い
訳
の
し
よ
う
が
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　

社
会
は
忙
し
く
変
わ
っ
て
い

く
。
20
年
後
、
30
年
後
の
苓
北
町

に
と
っ
て
、何
が
必
要
な
の
か
を
、

今
、
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議事録は 『苓北町役場ホームページ』

で閲覧できます。
http://www.reihoku-kumamoto.jp/outline/gikai_v1.htm

（９月定例会の傍聴者は４５名でした。）
臨時会は不定期に開かれます。

皆様の傍聴をお待ちしております。

12月です。
次の定例会は

７日㈫ 県市町村総合事務組合総会（熊本市）10
月

９
月

２日㈫

５日㈮
～12日㈮

16日㈫

県町村議会議長会臨時理事会

第29回議会定例会

交通安全対策協議会

都呂々
中68年の伝統都呂々
中68年の伝統

思い出
をありがとう

都呂々
中68年の伝統

思い出
をありがとう

都呂々
中68年の伝統

思い出
をありがとう

都呂々中
学校閉校記念事業 ７月豪雨による被災状況（国道389号）
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議
案
第
３
０
０
号

・
請
負
契
約
「
志
岐
漁
港
臨
港
道

路
２
号
橋
下
部
工
新
設
工
事
」

の
締
結
に
つ
い
て
（
志
岐
川
河

口
部
）

契
約
の
方
法　
　

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額１億

１
，９
７
７
万
２
千
円

契
約
の
相
手
方　
　

㈱
横
山
建
設

議
案
第
３
０
１
号

・
請
負
契
約
「
上
津
深
江
港
改
修

工
事
」
の
締
結
に
つ
い
て

契
約
の
方
法　
　

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額１億

２
，５
３
８
万
８
千
円

契
約
の
相
手
方　

㈱
レ
イ
ジ
ュ
ウ

議
案
第
３
０
２
号

・
請
負
契
約
「
苓
北
町
拠
点
避
難

地
造
成
工
事
（
１
工
区
）
」
の

締
結
に
つ
い
て
（
温
泉
セ
ン
タ

ー
横
）

契
約
の
方
法　
　

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額　
　

８
，
４
２
４
万
円

契
約
の
相
手
方　
　

㈱
長
濱
興
業

　

討　

論

反
対
①　

こ
の
工
事
の
内
容
に

つ
い
て
、
１
工
区
と
２
工
区
の

区
分
け
、
そ
れ
か
ら
工
事
施
工

に
当
た
っ
て
は
仮
に
受
注
者
で

あ
る
２
工
区
の
業
者
と
も
、
協

議
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い

く
と
言
う
事
で
、
非
常
に
不
明

確
。
さ
ら
に
、
本
事
業
の
目
的

で
あ
る
仮
設
住
宅
用
地
と
し
て

の
機
能
が
果
た
さ
れ
て
い
な

い
。
１
工
区
、
２
工
区
を
合
わ

せ
て
さ
ら
に
仮
設
住
宅
に
必
要

不
可
欠
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
取

り
入
れ
て
再
度
入
札
に
付
す
べ

き
。
１
工
区
、
２
工
区
に
区
分

け
で
発
注
す
る
よ
り
も
合
わ
せ

て
発
注
し
た
方
が
経
済
性
に
も

工
事
費
も
安
く
上
が
る
思
う
。

賛
成
①　

３
年
前
東
日
本
大
震

災
が
あ
り
、
宮
古
市
等
を
議
員

全
員
で
視
察
し
た
。
苓
北
町
に

も
災
害
が
あ
っ
た
場
合
に
は
避

難
住
宅
と
言
う
こ
と
で
必
要
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　

今
月
７
日
・
８
日
に
か
け
大

変
な
豪
雨
が
あ
り
、
特
に
都

呂
々
地
区
で
は
２
日
間
で
２
０

０
㎜
以
上
の
雨
が
降
っ
た
こ
と

で
、
住
宅
に
土
砂
が
流
れ
、
本

当
に
大
変
で
あ
っ
た
。
人
命
が

優
先
す
る
の
で
、
皆
さ
ん
に
役

場
か
ら
呼
び
掛
け
て
頂
き
、
早

め
に
避
難
対
策
を
し
て
く
だ
さ

い
と
言
う
こ
と
で
都
呂
々
公
民

館
に
も
、
48
名
の
方
が
避
難
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
７
日
に
本

郷
地
区
で
住
宅
に
被
害
が
あ
っ

た
の
で
、
そ
の
時
に
も
、
33
名

の
方
が
早
急
に
避
難
さ
れ
て
い

る
。　
　

　

も
し
こ
の
雨
が
、
ま
た
、
１

０
０
㎜
な
り
２
０
０
㎜
降
っ
て

い
た
な
ら
ば
殆
ど
の
山
間
部
で

は
大
災
害
が
発
生
し
避
難
は
必

要
と
言
う
事
に
な
る
。
長
年
の

議
会
の
議
論
の
中
で
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
前
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な

こ
と
で
議
決
も
し
て
い
る
。
第

２
工
区
も
町
長
は
時
期
を
見
て

発
注
す
る
と
い
う
力
強
い
発
言

も
あ
っ
た
。

反
対
②　

仮
設
住
宅
地
を
整
備

し
て
い
て
も
災
害
発
生
か
ら
入

居
ま
で
に
は
何
ヶ
月
も
経
た
な

け
れ
ば
で
き
な
い
現
実
も
十
分

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町

資
料
に
よ
る
と
、
現
存
す
る
町

有
の
公
共
施
設
だ
け
で
も
、
５

０
０
０
人
分
の
収
容
能
力
が
あ

る
。

　

こ
の
こ
と
は
ど
ん
な
災
害
が

あ
っ
て
も
命
さ
え
あ
れ
ば
、
そ

の
日
の
内
に
そ
れ
ら
の
建
物
内

に
町
民
殆
ど
の
方
の
避
難
が
可

能
で
あ
る
。従
来
の
よ
う
に「
ダ

ン
ボ
ー
ル
で
仕
切
り
を
し
て
、

そ
う
い
っ
た
所
に
何
日
も
住
ま

さ
れ
な
い
」
と
言
う
町
長
の
親

心
も
わ
か
り
ま
す
。
そ
う
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
日
頃
か
ら
そ

の
施
設
に
合
わ
せ
た
間
仕
切
り

や
設
備
を
考
え
る
べ
き
。

　

ま
た
、
津
波
は
怖
い
け
ど
地

震
は
あ
る
意
味
も
っ
と
怖
い
面

が
あ
る
。

　

町
民
の
生
命
財
産
を
守
る
と

い
う
観
点
か
ら
個
人
住
宅
で
あ

っ
て
も
「
お
宅
は
耐
震
基
準
が

足
り
ま
せ
ん
」
と
そ
う
言
っ
た

こ
と
を
指
し
示
し
で
き
る
よ
う

な
こ
と
も
考
え
た
施
策
が
先
決

で
は
な
い
か
と
思
う
。

反
対
③　

１
工
区
、
２
工
区
、

同
時
発
注
の
方
が
経
費
的
な
部

分
で
削
減
が
さ
れ
る
と
思
う
。

先
程
答
弁
の
中
に
９
月
下
旬
か

ら
10
月
頃
に
は
大
体
移
転
の
方

も
終
了
す
る
と
言
う
答
弁
が
あ

っ
た
。
せ
め
て
こ
の
期
間
ま
で

は
待
っ
て
、
第
１
、
第
２
工
区

同
時
発
注
し
て
工
事
を
進
め
た

方
が
い
い
と
思
う
。

反
対
④　

苓
北
町
で
今
度
初
め

て
１
ヶ
所
避
難
拠
点
地
の
宅
地

造
成
と
言
う
こ
と
で
、
避
難
地

の
造
成
で
す
け
ど
も
、
や
は
り

上
下
水
道
、
電
気
、
そ
う
い
っ

た
も
の
は
第
一
必
要
な
こ
と
な

の
に
、
後
日
考
え
る
で
は
私

は
、
本
当
に
こ
れ
が
避
難
地
が

目
的
な
の
か
と
い
う
よ
う
な
疑

問
も
感
じ
て
い
る
。

　

採
決　

賛
成
＝
七　

反
対
＝
四

　
　議

案
第
３
０
３
号

・
請
負
契
約
「
苓
北
町
体
育
セ
ン

タ
ー
耐
震
化
工
事
」
の
締
結
に

つ
い
て

契
約
の
方
法　
　

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額５，８

７
０
万
８
千
８
百
円

契
約
の
相
手
方　
　

㈱
横
山
建
設

議
案
第
３
０
４
号

・
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
，９
１

４
万
５
千
円
を
追
加
し
、
51
億

７
，８
４
７
万
４
千
円
と
す
る

　

◎
主
な
も
の

　

歳
入　

前
年
度
繰
越
金
他

　

歳
出　

災
害
復
旧
工
事
費

　

災
害
箇
所

　

・
農
地
関
係　
　
　
　

11
箇
所

　

・
治
山
関
係　
　
　
　

１
箇
所

　

・
林
道
関
係　
　
　
　

８
箇
所

　

・
土
木
関
係　
　
　
　

14
箇
所

報
告
第
45
号

・
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
報

告
に
つ
い
て
（
平
成
25
年
度
５

月
分
、
平
成
26
年
度
５
月
分
・

６
月
分
・
７
月
分
）

報
告
第
46
号

・
所
管
事
務
の
調
査
結
果
報
告
に

つ
い
て
（
三
常
任
委
員
会
合
同

調
査
報
告
）

議
案
第
３
０
５
号

・
災
害
弔
慰
金
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

兄
弟
姉
妹
ま
で
支
給
を
適
用

議
案
第
３
０
６
号

・
苓
北
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
く

条
例
制
定

議
案
第
３
０
７
号

・
苓
北
町
特
定
教
育
・
保
育
設
備

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
規

定
に
基
づ
く
条
例
制
定

議
案
第
３
０
８
号

・
苓
北
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
く

条
例
制
定

議
案
第
３
０
９
号

・
苓
北
町
保
育
の
必
要
性
の
認
定

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
規

定
に
基
づ
く
条
例
制
定

議
案
第
３
１
０
号

・
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

に
つ
い
て

　

志
岐
字
町
辻
・
上
津
渕
・
塩
谷

ノ
上
・
八
ツ
尾
原
地
崎
の
公
有

水
面
埋
立
に
よ
り
生
じ
た
１
万

７
，３
６
９
・
23
㎡

議
案
第
３
１
１
号

・
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　

議
案
第
３
１
０
号
の
新
た
に
生

じ
た
土
地
の
字
区
域
の
変
更

議
案
第
３
１
２
号

・
平
成
26
年
度
苓
北
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

３
億
２
，４
１
０
万
２
千
円
を

追
加
し
、
総
額
55
億
２
５
７
万

６
千
円
と
す
る

議
案
第
３
１
３
号

・
平
成
26
年
度
苓
北
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

１
５
８
万
３
千
円
を
追
加
し
、

総
額
12
億
２
５
０
万
９
千
円
と

す
る

議
案
第
３
１
４
号

・
平
成
26
年
度
苓
北
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

１
，１
８
５
万
７
千
円
を
追
加

し
、
総
額
９
億
９
２
８
万
８
千

円
と
す
る

議
案
第
３
１
５
号

・
平
成
26
年
度
苓
北
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

6
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額

１
億
１
，３
２
４
万
７
千
円
と

す
る

議
案
第
３
１
６
号

・
平
成
26
年
度
苓
北
町
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

４
８
３
万
７
千
円
を
追
加
し
、

総
額
２
億
８
，７
１
０
万
４
千

円
と
す
る

議
案
第
３
１
７
号

・
平
成
26
年
度
苓
北
町
下
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

22
万
１
千
円
を
追
加
し
、
総
額

３
億
４
，２
４
６
万
８
千
円
と

す
る

議
案
第
３
１
８
号

・
平
成
26
年
度
苓
北
町
農
業
集
落

排
水
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

４
７
３
万
８
千
円
を
追
加
し
、

総
額
２
，１
８
９
万
２
千
円
と

す
る

議
案
第
３
１
９
号

・
平
成
26
年
度
苓
北
町
特
定
地
域

生
活
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

46
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総
額

５
，０
８
０
万
４
千
円
と
す
る

議
案
第
３
２
０
号

・
平
成
26
年
度
苓
北
町
宅
地
造
成

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

１
３
１
万
５
千
円
を
追
加
し
、

１
，２
６
１
万
２
千
円
と
す
る

議
案
第
３
２
１
号

・
請
負
契
約
「
苓
北
町
役
場
庁
舎

空
調
設
備
改
修
工
事
」
の
締
結

に
つ
い
て

契
約
の
方
法　
　

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額　
　

 

６
，１
０
２
万
円

契
約
の
相
手
方

㈱
熊
電
設
備
天
草
支
店

議
案
第
３
２
２
号

・
請
負
契
約
「
苓
北
町
拠
点
避
難

地
造
成
工
事
（
２
工
区
）
」
の

締
結
に
つ
い
て

契
約
の
方
法　
　

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額　９

，１
８
８
万
６
千
４
百
円

契
約
の
相
手
方　
　

前
川
建
設
㈱

　

討　

論

反
対
①　

本
議
案
に
つ
い
て
、

隣
接
住
民
の
不
安
払
し
ょ
く
。

拠
点
避
難
地
造
成
事
業
の
目
的

と
、
工
事
の
在
り
方
。
工
事
費

の
経
済
性
。
景
観
環
境
へ
の
配

慮
。
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
造

成
事
業
の
目
的
と
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
本
来
の
目
的
で
あ
る

仮
設
住
宅
に
つ
い
て
何
ら
の
説

明
も
な
い
。
仮
設
住
宅
の
生
活

必
需
要
件
で
あ
る
水
道
等
の
配

慮
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
工
事

に
つ
い
て
は
既
設
地
盤
を
よ
く

精
査
し
、
補
強
土
擁
壁
を
削
減

し
、
経
済
性
に
優
れ
た
工
法
を

検
討
し
、
工
事
の
経
済
性
を
再

検
討
す
べ
き
。
ま
た
、
景
観
環

境
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
も
、
高

さ
５
ｍ
か
ら
９
ｍ
の
補
強
土
止

め
擁
壁
が
、
長
さ
２
０
０
ｍ
近

く
施
工
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

の
に
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
カ

バ
ー
す
る
の
か
、
そ
の
手
段
も

示
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
議

案
第
３
２
２
号
に
は
反
対
す
る
。

賛
成
①　

東
日
本
大
震
災
を
踏

ま
え
、
避
難
地
及
び
サ
ッ
カ
ー

場
建
設
等
の
諮
問
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
結
論
と
し
て
場
所
は

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
29
回 

定
例
会

９
月
８
日
㈪ 

（
２
日
目
）

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

７
月
31
日
㈭

第
28
回 

臨
時
会

７
月
14
日
㈪

第
27
回 

臨
時
会
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志
岐
の
中
心
地
が
良
い
、
ま
た

予
算
は
で
き
る
だ
け
一
般
財
源

が
少
な
く
て
済
む
よ
う
に
と
提

起
し
て
い
る
。
結
論
か
ら
３
年

が
経
過
、
今
度
の
広
島
の
大
災

害
で
は
死
者
74
名
、
行
方
不
明

者
２
名
と
い
う
大
変
悲
惨
な
事

件
が
起
き
て
い
る
。
最
初
は
地

震
の
恐
怖
か
ら
避
難
所
の
建
設

は
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
最
近
で
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等

の
自
然
災
害
が
こ
の
苓
北
町
で

い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
天
候
状
態
が
続
い
て
い
る
。

そ
こ
で
、政
治
の
責
任
と
し
て
、

災
害
時
に
町
民
が
困
ら
な
い
よ

う
に
避
難
地
を
造
成
す
る
こ
と

は
、
重
要
な
政
治
課
題
で
あ
る

と
思
う
。
ま
た
、
平
時
に
お
い

て
は
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し

て
、
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
あ

る
い
は
老
人
会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
等
、
夏
場
で
は
野
外
コ

ン
サ
ー
ト
会
場
、
小
学
生
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
場
と
し
て
、

利
用
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
交

流
人
口
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
苓
北
町
の
明
る
い
展
望
が

開
け
る
と
思
う
。
よ
っ
て
原
案

に
賛
成
す
る
。

反
対
②　

町
は
、
災
害
発
生
に

備
え
現
存
す
る
施
設
だ
け
で
も

５
千
人
は
収
容
で
き
る
と
し
て

い
る
。
こ
の
他
に
、
来
年
４
月

か
ら
三
中
学
校
の
統
合
に
よ

り
、坂
中
校
舎
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

都
中
校
舎
も
活
用
で
き
る
。
他

に
県
有
施
設
も
あ
る
。
町
民
を

各
種
災
害
か
ら
守
る
た
め
こ
ん

な
に
恵
ま
れ
た
自
治
体
も
珍
し

い
の
で
は
な
い
か
。

　

今
回
、
こ
の
町
民
に
親
し
ま

れ
て
き
た
多
目
的
活
性
化
広
場

を
潰
し
て
仮
設
住
宅
用
地
と
す

る
も
の
で
す
が
、
現
存
す
る
公

園
自
体
町
の
防
災
機
能
が
あ

る
。「
有
利
な
起
債
」
と
大
き
な

金
を
か
け
て
将
来
的
に
町
財
政

を
圧
迫
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

決
算
審
査
の
監
査
委
員
の
意

見
書
の
中
に
も
、
公
債
費
は
平

成
32
年
度
を
ピ
ー
ク
に
起
債
の

償
還
額
が
増
え
続
け
る
見
込
み

で
、
さ
ら
に
ゴ
ミ
処
理
施
設
整

備
の
広
域
連
合
負
担
金
等
も
増

え
る
予
定
で
、
し
ば
ら
く
は
経

常
収
支
比
率
の
改
善
は
難
し
い

状
況
に
あ
る
。
と
指
摘
。
年
々

厳
し
く
な
る
町
財
政
上
、
現
存

す
る
施
設
を
有
効
活
用
し
災
害

時
の
停
電
等
に
備
え
仮
設
電
源

等
を
確
保
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

反
対
③　

現
在
の
多
目
的
広
場

の
ま
ま
、
ま
た
、
坂
瀬
川
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
現
在
あ
る
町
有
地
の

高
台
を
利
用
す
れ
ば
、
こ
れ
以

上
の
二
次
的
な
避
難
地
は
必
要

な
い
と
考
え
ま
す
。
よ
っ
て
原

案
に
反
対
い
た
し
ま
す
。

　

採
決　

賛
成
＝
七　

反
対
＝
四

議
案
第
３
２
３
号

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

取
得
の
目
的　

中
学
校
統
合
に
伴

う
通
学
用
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
購

入
財
産
名
及
び
台
数　

ス
ク
ー
ル
バ

ス
（
33
人
乗
り
）
２
台

契
約
の
方
法　

随
意
契
約

取
得
金
額１

，４
２
９
万
９
千
２
百
円

契
約
の
相
手
方　
　

㈲
斉
藤
商
会

認
定
第
33
号
か
ら
認
定
第
43
号

　

審
査
の
期
間
は
９
月
９
日
か
ら

11
日
ま
で
の
３
日
間
。

【
一
般
会
計
】

（
歳
入
）

質　

町
税
で
、
不
能
欠
損
金
が
59

万
９
千
７
５
４
円
。
収
入
未

済
額
が
、
１
千
２
百
16
万
６

千
５
６
１
円
不
能
欠
損
に
な

っ
た
、
理
由
に
つ
い
て
。

答　

時
効
に
か
か
る
も
の
が
、
町

県
民
税
が
５
件
、
38
万
７
千

３
百
円
。
固
定
資
産
税
が
13

件
、
30
万
９
千
４
百
円
。
軽

自
動
車
税
が
１
件
で
、
２
千

４
百
円
。
固
定
資
産
税
の
中

に
は
、
相
続
人
が
不
明
の
分

も
あ
る
。
不
動
産
を
差
し
押

さ
え
て
競
売
を
す
る
こ
と

で
、
熊
本
県
も
昨
年
く
ら
い

か
ら
実
績
が
上
が
っ
て
い

る
。
今
後
、
研
究
し
て
い
き

た
い
。

質　

固
定
資
産
税
が
減
少
し
て
い

る
が
、こ
れ
は
九
電
の
分
か
。

答　

ほ
と
ん
ど
が
、
九
電
に
か
か

る
固
定
資
産
税
。
年
々
下
が

っ
て
、
か
な
り
の
額
が
減
少

し
て
い
く
。

質　

低
所
得
者
の
税
金
の
還
付
金

の
返
金
の
仕
方
は
対
象
者
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
案
内

が
な
さ
れ
た
の
か
。

答　

還
付
金
に
つ
い
て
は
、
町
の

税
金
が
残
っ
て
い
る
方
に
は

充
当
し
、
ま
ず
、
そ
ち
ら
を

優
先
し
て
い
る
。
税
金
が
な

い
方
は
、
銀
行
口
座
振
り
込

み
で
処
理
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
予
定
。

質　

特
に
、
低
所
得
者
、
お
年
寄

り
の
方
が
多
い
と
思
う
。
説

明
は
十
分
し
、
行
き
違
い
が

な
い
様
徹
底
を
。

質　

保
育
所
入
所
児
童
保
護
者
負

担
金
で
22
万
４
千
７
９
０
円

が
収
入
未
済
。

答　

保
育
料
滞
納
と
い
う
こ
と

で
、
３
件
分
。
最
高
額
が
17

万
２
千
円
。
１
件
は
完
納
。

２
件
も
分
納
中
。

質　

町
は
有
利
な
起
債
、
有
利
な

借
金
と
い
う
言
い
方
で
、
事

業
を
進
め
て
い
る
。
交
付
税

で
み
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
こ
の
地
方
交
付
税
、

収
入
済
み
額
１
億
８
千
８
百

万
円
の
中
に
、
そ
の
減
災
対

策
は
交
付
税
で
み
て
や
る
と

い
っ
た
分
は
い
く
ら
入
っ
て

い
る
か
。

答　

資
料
配
布
し
説
明
。

質　

東
折
山
の
住
宅
の
経
過
は
ど

う
な
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
た
か
。

答　

設
計
士
な
ど
と
今
日
、
業
者

と
一
緒
に
、
今
行
く
よ
う
に

し
て
い
る
。

質　

県
の
補
助
金
の
熊
本
ふ
る
さ

と
給
付
金
の
交
付
金
の
６
万

は
、
県
に
入
っ
た
給
付
金
の

内
か
ら
、苓
北
に
来
る
の
か
。

答　

国
か
ら
、
県
に
、
苓
北
町
分

と
い
う
形
。直
接
で
は
な
い
。

質　

森
を
育
て
る
間
伐
材
利
用
促

進
補
助
金
、
こ
れ
は
誰
が
、

ど
う
い
う
形
で
対
応
し
て
い

る
か
。

答　

森
林
組
合
。
間
伐
し
た
木
材

の
利
用
促
進
を
図
る
。

質　

教
職
員
住
宅
貸
付
料
は
。

答　

現
在
19
戸
に
入
居
。
そ
の
う

ち
教
員
が
13
名
、一
般
６
戸
。

質　

全
部
入
居
か
。

答　

25
戸
の
う
ち
６
戸
が
空
。

質　

年
を
通
し
て
空
い
て
い
る
の

か
。

答　

教
職
員
の
異
動
を
考
慮
し
、

空
け
て
い
る
。
坂
瀬
川
中
学

校
と
都
呂
々
中
学
校
が
統
合

し
て
、
そ
の
分
の
住
宅
も
空

く
の
で
、
有
効
活
用
を
図
っ

て
い
く
。

質　

広
報
れ
い
ほ
く
の
郵
送
寄
付

金
と
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄

付
金
は
何
名
か
。

答　

25
名
。

質　

錦
戸
春
美
基
金
は
、
40
万
円

取
り
崩
し
て
あ
る
。
何
に
使

っ
た
か
。

答　

錦
戸
春
美
基
金
に
つ
い
て

は
、
本
人
の
お
申
し
出
に
よ

り
、
坂
瀬
川
小
学
校
・
坂
瀬

川
中
学
校
の
学
校
教
育
施
設

の
改
善
に
使
っ
た
。
25
年
度

は
、
坂
瀬
川
小
学
校
の
ウ
ン

テ
イ
の
遊
具
修
繕
、
現
在
高

は
約
８
８
７
万
円
。

質　

コ
ピ
ー
は
役
場
は
い
く
ら
か
。

答　

コ
ピ
ー
料
は
1
枚
20
円
。
区

長
さ
ん
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た

分
は
５
円
。

質　

コ
ピ
ー
を
使
う
と
い
う
こ
と

は
、
日
常
生
活
の
中
で
も
か

な
り
あ
る
。
役
場
の
料
金
も

下
げ
る
べ
き
。検
討
す
べ
き
。

答　

検
討
す
る
。

質　

奨
学
金
過
年
度
収
入
は
、
収

入
未
済
額
が
２
３
９
万
３
千

円
。
何
件
で
、ど
の
く
ら
い
。

答　

20
年
度
以
前
が
５
件
の
19
万

７
千
円
。
21
年
度
分
が
６
件

の
58
万
９
千
円
。
22
年
度
分

が
５
件
の
63
万
７
千
５
百

円
、
23
年
度
分
が
５
件
の
49

万
３
千
５
百
円
、
24
年
度
分

が
４
件
の
47
万
５
千
５
百

円
。
そ
れ
と
今
年
度
25
年
度

分
が
４
件
の
17
万
４
千
円
。

収
入
未
済
額
が
２
３
９
万
３

千
円
は
、
24
年
度
ま
で
の
合

計
額
。

（
歳
出
）

質　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
謝
礼

品
の
５
万
１
千
円
は
。

答　

寄
付
金
の
金
額
に
応
じ
て
、

海
産
物
、
果
実
。

質　

何
割
程
度
く
ら
い
か
。

答　

１
万
円
の
寄
附
で
、
３
千
円

程
度
。

質　

轟
き
た
め
池
の
隣
地
に
土
が

置
か
れ
て
い
る
、
た
め
池
の

重
要
性
か
ら
公
有
財
産
の
管

理
に
力
を
入
れ
る
べ
き
。

答　

境
界
を
明
確
に
す
る
た
め
、

財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

質　

新
地
方
公
会
計
制
度
対
応
シ

ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託
と
、

空
家
調
査
委
託
の
二
つ
の
経

過
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

答　

24
年
度
決
算
を
基
に
、
町
が

持
っ
て
い
る
資
産
、
道
路
、

建
物
含
め
て
、
評
価
を
し
資

産
総
額
を
出
し
て
い
る
。

　
　

25
年
度
分
は
、
決
算
が
確
定

し
て
か
ら
、
来
年
の
３
月
ま

で
に
は
、
そ
の
結
果
を
出
し

た
い
。

　
　

空
家
調
査
は
、
地
図
に
空
家

を
落
と
し
３
０
２
軒
あ
る
。

本
年
度
、
所
有
者
、
管
理
者

調
査
を
し
て
い
る
。そ
の
後
、

空
家
の
意
向
調
査
を
す
る
。

質　

島
原
・
天
草
・
長
島
の
３
県

架
橋
の
推
進
状
況
は
。

答　

先
だ
っ
て
、
鹿
児
島
県
と
天

草
と
の
協
議
会
を
や
っ
た
わ

け
で
す
が
、
全
く
前
に
進
ま

な
い
状
況
。
こ
れ
は
夢
は
夢

と
し
て
と
っ
と
く
べ
き
な
の

か
、
そ
う
い
う
こ
と
で
活
動

を
続
け
て
お
く
べ
き
な
の

か
。
今
後
、
検
討
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　

我
々
と
し
て
も
、
政
治
活
動

も
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

質　

地
方
バ
ス
運
行
補
助
金
の
件

で
、
停
留
所
は
適
切
か
。
例

え
ば
、
バ
ス
・
ス
ト
ッ
プ
の

看
板
は
立
っ
て
い
る
が
、雨
・

風
を
凌
ぐ
よ
う
な
ボ
ッ
ク
ス

は
な
い
。不
意
の
飛
び
出
し
、

交
通
事
故
あ
た
り
も
今
の
と

こ
ろ
起
こ
っ
て
い
な
い
が
、

バ
ス
停
留
所
の
位
置
づ
け
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　
　

も
し
、
今
後
、
停
留
所
を
整

備
す
る
場
合
、
特
産
品
を
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
に
し
た
停
留
所

の
検
討
は
。

答　

言
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て

は
検
討
し
、
利
用
者
の
安
全

を
図
る
よ
う
進
め
て
い
き
た

い
。

　
　

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
予
算
と

の
絡
み
も
あ
る
。

質　

停
留
所
は
利
用
者
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
、
今
後
、

検
討
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
。
で
き
る
だ
け
早
い
対
応

を
。

質　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助

金
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
太
陽

光
の
設
置
か
。
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
。

答　

太
陽
光
の
シ
ス
テ
ム
。
25
年

度
は
25
件
。
太
陽
光
だ
け
。

質　

長
崎
天
草
航
路
に
つ
い
て
、

新
会
社
の
業
績
は
。

答　

１
便
あ
た
り
、
４
月
が
６
・

９
人
。
５
月
も
６
・
９
人
。

６
月
が
４
・
７
人
。
７
月
も

５
・
１
人
。

質　

こ
の
長
崎
天
草
航
路
の
補
助

金
の
、26
年
度
の
見
込
み
は
。

答　

26
年
度
当
初
予
算
は
、
１
千

８
百
40
万
円
だ
が
不
足
す
る

見
込
み
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

原
案
可
決

質質質質質

質

質質質質質

質 答

答答質質質質 答答答答 答

答答質質 答

質質質質質質 答

質 答

答答答答

答質質 答答

答答答答答
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質　

奨
学
金
償
還
金
過
年
度
収
入

の
内
訳
は
。

答　

年
度
別
に
説
明
。

質　

坂
瀬
川
中
学
校
の
跡
地
利
用

で
、
坂
瀬
川
出
張
所
業
務
を

行
う
べ
き
。
現
出
張
所
は
坂

道
で
高
齢
者
に
は
厳
し
い
。

答　

跡
地
利
用
検
討
委
員
会
で
検

討
し
て
も
ら
う
。

質　

基
幹
電
算
業
務
シ
ス
テ
ム
の

状
況
は
。

答　

Ｓ
Ｅ
常
駐
か
ら
遠
隔
操
作
に

よ
る
支
援
体
制
に
な
っ
た

が
、
不
具
合
は
な
い
。

質　

町
内
無
料
電
話
の
普
及
率
は
。

答　

設
置
の
お
願
い
は
し
て
い
る
。

　
　

普
及
率
は
確
認
し
て
い
な
い
。

質　

企
業
誘
致
の
現
状
は
。

答　

マ
グ
ロ
の
養
殖
を
打
診
し
て

い
る
。
国
際
的
な
捕
獲
禁
止

　
　

な
ど
追
い
風
が
吹
い
て
い
る

の
で
は
と
考
え
る
。

質　

敬
老
会
へ
の
参
加
者
の
た
め

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
活
用
は
。

答　

27
年
度
で
は
検
討
し
た
い
。

質　

町
斎
場
入
口
道
路
へ
の
花
植

栽
と
周
辺
藪
の
伐
採
は
。

質　

町
総
合
農
政
審
議
会
の
位
置

づ
け
は
。

答　

農
業
振
興
の
要
で
あ
る
。
担

当
部
局
と
も
打
ち
合
わ
せ
る
。

質　

イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て
。

質　

上
津
深
江
港
側
溝
の
土
砂
堆

積
対
策
に
つ
い
て
。

答　

業
者
に
指
導
し
て
い
る
。

質　

水
産
振
興
の
た
め
東
海
岸
砂

浜
を
耕
起
し
て
は
ど
う
か
。

答　

環
境
省
か
ら
の
委
託
調
査
に

よ
り
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

質　

天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
8
・
2
8

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
つ

い
て
。

答　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
認
め
て
い
る

が
、
国
が
正
式
に
認
定
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

質　

町
道
東
目
線
新
地
地
区
海
岸

の
高
潮
対
策
土
嚢
は
止
水
板

式
に
変
え
る
べ
き
。

答　

県
に
要
望
し
て
い
く
。

質　

道
路
に
差
し
掛
か
る
樹
木
の

伐
採
に
つ
い
て
。

答　

各
区
も
高
齢
者
が
増
え
受
託

作
業
も
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
地
元
が
担
う
部
分
を
検

討
す
る
。

質　

広
域
農
道
は
、
天
工
・
天
農

Ｏ
Ｂ
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
取

り
組
ん
で
い
る
。
天
草
市
側

が
繁
茂
し
て
い
る
。

答　

天
草
市
へ
連
絡
す
る
。

質　

熊
本
天
草
高
規
格
道
路
の
整

備
促
進
に
つ
い
て
。

※
議
会
最
終
日
に
、
議
員
発
議
に
よ

り
国
土
交
通
大
臣
、
県
知
事
、
県

選
出
国
会
議
員
へ
、
早
期
完
成
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
た
。

質　

町
へ
の
進
出
企
業
に
つ
い
て

協
定
書
８
条
の
解
釈
は
。
エ

コ
ア
ッ
シ
ュ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
設
立
は
町
と
の
協
議
の

対
象
事
項
で
は
な
い
の
か
。

答　

当
初
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い

の
で
協
議
の
必
要
は
な
い
。

質　

九
電
苓
北
火
力
の
灰
捨
て
場

の
今
後
の
状
況
は
掴
ん
で
い

る
か
。

答　

あ
と
10
年
は
大
丈
夫
と
の
こ

と
。
石
炭
火
力
は
今
後
の
重

要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と

認
識
し
て
い
る
。

質　

工
事
請
負
費
不
用
額
4
千
27

万
９
千
円
は
。

質　

上
津
深
江
避
難
地
の
今
後
の

整
備
に
つ
い
て
。

答　

道
路
や
法
面
整
備
。

質　

地
域
で
育
て
る
教
育
行
政
に

つ
い
て
。

答　

行
政
・
学
校
・
地
域
で
子
ど

も
を
育
て
る
。
住
宅
も
空
い

て
い
る
の
で
、
教
職
員
の
先

生
方
に
も
住
ん
で
も
ら
い
、

子
ど
も
の
家
庭
環
境
も
把
握

す
べ
き
と
考
え
る
。

質　

都
呂
々
木
場
地
区
の
バ
ス
運

行
に
つ
い
て
。

答　

木
場
小
閉
校
時
の
同
意
事
項

に
基
づ
い
て
運
行
し
て
い
る
。

質　

利
用
者
の
実
態
に
即
し
た
コ

ー
ス
に
す
べ
き
。

質　

農
村
運
動
広
場
周
辺
の
土
砂

除
去
に
つ
い
て
。

答　

予
算
計
上
し
て
い
る
。

質　

グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
後
の
整
備

の
徹
底
に
つ
い
て
。

質　

総
合
セ
ン
タ
ー（
コ
ミ
セ
ン
）

の
利
活
用
に
つ
い
て
。

質　

初
盆
参
り
等
新
生
活
運
動
は

現
実
に
即
し
て
見
直
し
を
検

討
す
べ
き
で
は
。

質　

各
地
区
の
町
民
体
育
祭
の
準

備
の
取
り
組
み
は
。

答　

各
地
区
に
任
せ
て
い
る
。

質　

学
校
給
食
費
と
消
費
税
へ
の

対
応
は
。

答　

消
費
税
が
、
10
％
に
な
る
時

は
審
議
会
に
諮
り
対
応
し
た

い
。

【
坂
瀬
川
財
産
区
特
別
会
計
】

質　

分
収
林
契
約
の
経
過
は
。

答　

契
約
更
新
、
更
新
期
間
の
切

り
替
え
手
続
き
の
説
明
が
十

分
で
な
か
っ
た
。
管
理
会
と

協
議
し
検
討
し
た
い
。

【
水
道
特
別
会
計
】

質　

７
、
８
月
の
大
雨
時
、
志
岐

地
区
で
濁
り
水
が
出
た
。

答　

シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
は
な

く
、
衛
生
上
の
問
題
は
な
い

が
、
今
後
で
き
る
だ
け
濁
ら

な
い
よ
う
に
す
る
。

質　

水
道
水
の
濁
り
に
つ
い
て
把

握
で
き
た
場
合
は
直
ち
に
住

民
に
告
知
す
べ
き
。

質　

今
後
の
大
規
模
改
修
の
予
定

は
。

答　

早
急
で
は
な
い
が
や
る
と
す

れ
ば
鶴
水
道
。

質　

公
共
施
設
全
般
に
つ
い
て
、

維
持
補
修
を
把
握
し
施
設
の

状
況
と
財
政
の
情
報
共
有
し

て
対
処
す
べ
き
。

【
下
水
道
特
別
会
計
】

質　

未
接
続
世
帯
へ
の
対
応
は
。

答　

加
入
を
勧
め
て
い
く
。

【
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
】

質　

全
て
の
町
営
団
地
売
却
の
た

め
の
取
り
組
み
は
。

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
、
ふ

る
さ
と
会
、
横
断
幕
、
天
草

市
へ
の
宣
伝
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

質　

不
動
産
業
者
へ
も
依
頼
す
べ

き
。

質　

浜
団
地
は
、
看
板
の
設
置
と

価
格
の
再
検
討
を
す
べ
き
。

質 質質質質質質質質 答 答

質質質質質質 答 質答

質質質質質質 答

質 質

質質質質質質質

質質質質質質質 答

答 答答答

答答答

答答答答

答答答答

答答答答答審
査
の
結
果

認
定
第
33
号

・
平
成
25
年
度
苓
北
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
認
定
第
34
号

・
平
成
2
5
年
度
苓
北
町
坂
瀬
川

財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
35
号

・
平
成
25
年
度
苓
北
町
都
呂
々
財

産
区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
36
号

・
平
成
25
年
度
苓
北
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
37
号

・
平
成
25
年
度
苓
北
町
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

認
定
第
38
号

・
平
成
25
年
度
苓
北
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
39
号

・
平
成
25
年
度
苓
北
町
水
道
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

認
定
第
40
号

・
平
成
25
年
度
苓
北
町
下
水
道
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

認
定
第
41
号

・
平
成
25
年
度
苓
北
町
農
業
集
落

排
水
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
42
号

・
平
成
25
年
度
苓
北
町
特
定
地
域

生
活
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
43
号

・
平
成
25
年
度
苓
北
町
宅
地
造
成

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

少
数
意
見
の
留
保　
　

な
し

決
算
審
査
特
別
委
員
会
か
ら
の

要
望
事
項

　

１　

一
般
会
計

　
　

○
歳
入
に
つ
い
て

　
　

・
町
税
等
の
滞
納
処
理
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
努
力

さ
れ
た
い
。

　
　

○
歳
出
に
つ
い
て

　
　

・
特
記
事
項
な
し

　
　

○
そ
の
他
の
要
望
事
項

　
　

・
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
財
政
健
全
化
に

向
け
て
、
さ
ら
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。

　
　

・
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
、

積
極
的
に
研
修
会
な
ど
へ

参
加
さ
せ
ら
れ
た
い
。

　
　

・
熊
本
天
草
高
規
格
道
路
の

早
期
完
成
に
向
け
て
、
国

県
な
ど
に
対
し
強
く
要
望

さ
れ
た
い
。

　

２　

坂
瀬
川
財
産
区
特
別
会
計

　
　
　

特
記
事
項
な
し

　

３　

都
呂
々
財
産
区
特
別
会
計

　
　
　

特
記
事
項
な
し

　

４　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　

①
国
保
税
の
滞
納
処
理
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き

努
力
さ
れ
た
い
。

　

５　

介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　

①
保
険
料
の
滞
納
処
理
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き

努
力
さ
れ
た
い
。

　

６　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
　

①
保
険
料
の
滞
納
処
理
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き

努
力
さ
れ
た
い
。

　

７　

水
道
特
別
会
計

　
　
　

①
施
設
の
長
寿
命
化
に
向

け
て
、
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

８　

下
水
道
特
別
会
計

　
　
　

①
施
設
の
長
寿
命
化
に
向

け
て
、
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

９　

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計

　
　
　

①
施
設
の
長
寿
命
化
に
向

け
て
、
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

10　

特
定
地
域
生
活
排
水
処
理

　
　
　

事
業
特
別
会
計

　
　
　

①
施
設
の
長
寿
命
化
に
向

け
て
、
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

11　

宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計

　
　
　

①
宅
地
販
売
に
つ
い
て

は
、
完
売
に
向
け
さ
ら

に
努
力
さ
れ
た
い
。

発
議
第
13
号

・
熊
本
天
草
幹
線
道
路
地
域
高
規

格
道
路
の
早
期
完
成
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

請
願
第
５
号

・
手
話
言
語
法
制
定
に
つ
い
て
国

へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

願
請
願
第
６
号

・
農
業
改
革
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願
書

陳
情
第
45
号

・「
消
費
税
増
税
の
撤
回
を
求
め

る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る

陳
情

苓
北
町
議
会
決
算
審
査

特
別
委
員
会
審
査
結
果
報
告

認
定

認
定

認
定

認
定

認
定

認
定

認
定

認
定

認
定

認
定

認
定

採
択

採
択

採
択

不
採
択

財の尾販売状況 １号橋建設状況
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陳情等文書表 平成26年8月29日現在

議
員
配
布

福岡県行橋市今井3713-1
行橋市議会議員
　小坪慎也

熊本市中央区神水一丁目14-14
2014年原水爆禁止国民平和大行進
熊本県実行委員会
代表委員　中島絹子（原水爆禁止熊
本県協議会理事長）他3名

大阪府東大阪市六万寺町3-12-33
軽度外傷性脳損傷仲間の会
代表　藤本久美子

陳　情
第41号

陳　情
第42号

陳　情
第43号

陳　情
第44号

結果提出者住所氏名番号 件　名

地方自治体における政党機関紙「しんぶん
赤旗」の勧誘・配付・販売について自治体
独自での実態調査及び是正を求める陳情

地方自治体における政党機関紙「しんぶん
赤旗」の勧誘・配付・販売について実態調
査を要請する意見書の採択を求める陳情

2014年国民平和大行進などの諸行動への
ご協力と支持・賛同と募金のお願い

軽度外傷性脳損傷の周知、及び労災認定基
準の改正などを求める陳情

　天草島内の２市１町では、約12万人が生活をしています。これまで育んできた独特な伝
統文化を有し、歴史と豊かな自然に恵まれ温暖な気候などを生かした農業や水産業と、キ
リシタン文化などと連携した観光産業が盛んに営まれてきました。
　これまで、様々な施策が取り組まれてきましたが。若者の働く場所が少ないことなどか
ら少子高齢化の進行が早く、農林水産業などの産業の殆どにおいて景気回復は感じられず
低迷の状況が続いています。
　熊本市中心部から天草市（旧本渡市）の中心部まで約90km、車で通常２時間20分。さ
らに本町までは40分もかかる状況です。これまで、「地域高規格道路」については、平成
19年９月にその一部である13.3kmが開通し、10分を超える時間短縮が図られ、少なから
ず交通の利便性が向上し地域間の交流促進や島民生活の向上、産業の振興等々に貢献して
いるものと思われます。しかしながら、整備済区間は全体計画の20％にも満たない状況で
あり、天草は熊本県が推進してきた「90分構想」が達成されていない県内唯一の地域とな
っています。
　また、平成23年３月の九州新幹線全線開通を機に、天草地域においても観光客の増加な
ど、その波及効果が大いに期待されていましたが、移動時間が長くかかるなどの理由から
交流人口は増えていないのが現状です。ユネスコの世界文化遺産候補に「長崎の教会群と
キリスト教関連遺産（天草市河浦町﨑津集落）」が推薦されることが決定したことや日本
ジオパークに「天草ジオパーク」が認定されたことなど、明るいニュースもあることか
ら、今後の観光産業をはじめとする天草地域の活性化に結びつけていく必要があります。
　このようなことから、天草地域における交通基盤は、まさに天草の生命線と呼べるもの
です。特にその経済的波及効果が特段に大きいと期待されている「地域高規格道路」の早
期完成は、当地域の急務な課題となっています。
　よって、国・県におかれては当該事業への重点的な予算配分を行うとともに、熊本天草
幹線道路「地域高規格道路」の早期完成に向けて、さらに努力されるよう地方自治法第99
条の規定により意見書を提出します。

熊本天草幹線道路「地域高規格道路」の早期完成を求める意見書

苓北町議会議長 倉　田　　明

国 土 交 通 大 臣
熊 本 県 知 事

太 田 昭 宏
蒲 島 郁 夫

様
様

平成 26 年９月 12 日

平成25年度決算の状況
一 般 会 計

特別会計

単位：円

単位：円

歳　　入 構成比％ 歳　　出
町 税
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財 産 収 入
寄 付 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
小 計
地 方 交 付 税
その他交付金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
町 債
小 計

会　計　名
水 道
下 水 道
国 民 健 康 保 険
坂 瀬 川 財 産 区
都 呂 々 財 産 区
農 業 集 落 排 水
特定地域生活排水
介 護 保 険
後期高齢者医療
宅 地 造 成
合 計

歳 入 合 計
635,877,044
316,946,121
1,196,017,243
15,684,861
41,031,787
20,803,187
41,219,309
855,083,601
108,679,018
4,115,334

3,235,457,505

歳 出 合 計
617,639,608
315,223,374
1,142,310,584

36,570
580,280

20,606,267
40,744,067
835,309,955
107,788,020
2,798,340

3,083,037,065

差　　　引
18,237,436
1,722,747
53,706,659
15,648,291
40,451,507
196,920
475,242

19,773,646
890,998
1,316,994

152,420,440

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 水 産 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
合 計

1,750,616,216
56,092,986
48,960,011
33,596,519
1,857,810

121,888,994
133,564,506
76,010,622

2,222,587,664
1,188,106,000
158,160,000
1,745,509,652
590,578,969
1,309,979,000
4,992,333,621
7,214,921,285

72,423,346
1,048,602,819
1,273,194,125
848,215,681
833,896,621
189,010,882
771,373,299
511,832,756
836,791,827
17,155,477
611,868,169
7,014,365,002

構成比％
1.0
15.0
18.2
12.1
11.9
2.7
11.0
7.3
11.9
0.2
8.7

100.0

24.3
0.8
0.7
0.5
0.0
1.7
1.8
1.0
30.8
16.5
2.2
24.2
8.2
18.1
69.2
100.0

自
主
財
源

依
存
財
源

※また、「要望書」を熊本県議会議長・熊本県選出国会議員に提出した。

合　　　　計
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こ
こ
で
私
が
言
う
苓
北

町
の
経
済
政
策
と
は
、
市

町
村
の
地
方
自
治
体
で
最
も
大
き

な
経
済
政
策
で
あ
る
公
共
工
事
の

こ
と
だ
。
ま
た
、
二
次
的
な
経
済

政
策
に
つ
い
て
も
お
伺
い
す
る
。

　

ま
ず
、
典
型
的
な
例
は
、
今
年

の
予
算
で
上
げ
ら
れ
た
拠
点
避
難

地
建
設
（
災
害
用
仮
設
住
宅
地
の

敷
地
建
設
）
だ
。
こ
れ
は
、
町
民

に
は
サ
ッ
カ
ー
場
建
設
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
国
家
予
算

か
ら
総
額
の
85
％
が
出
る
災
害
用

仮
設
住
宅
地
整
備
の
予
算
で
あ

り
、
他
の
市
町
村
に
は
簡
単
に
は

で
き
な
い
、
苓
北
町
の
経
済
対
策

予
算
と
し
て
は
画
期
的
な
予
算
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

民
主
党
政
権
時
代
の
公
共
工
事

費
削
減
で
、
多
く
の
事
業
体
が
閉

鎖
し
、
多
く
の
自
治
体
で
自
然
災

害
に
対
応
出
来
な
か
っ
た
の
も
事

実
だ
。
そ
こ
で
町
長
に
は
今
後
の

経
済
対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
に
予

算
を
使
っ
て
い
く
の
か
を
お
尋
ね

す
る
。

　

ま
た
、
来
年
１
月
の
任
期
ま
で

だ
だ
が
、
年
内
に
補
正
予
算
を
組

ん
で
公
共
工
事
を
乱
発
し
て
も
役

場
自
体
が
耐
え
ら
れ
な
く
な
る
。

来
年
の
選
挙
へ
の
計
画
も
含
め

て
、
今
後
の
苓
北
町
の
経
済
対
策

計
画
を
具
体
的
に
お
伺
い
す
る
。

　
　
　

　

公
共
工
事
は
、
財
源
の

対
応
が
出
来
る
か
ど
う
か

が
大
き
な
問
題
だ
。
一
例
を
上
げ

れ
ば
、
都
呂
々
港
湾
の
改
修
が
出

来
る
か
ど
う
か
だ
っ
た
。
防
災
と

い
う
意
味
で
前
か
ら
や
り
た
か
っ

が
、
こ
れ
に
は
５
億
円
と
い
う
大

き
な
費
用
が
掛
か
る
。
通
常
な
ら

そ
の
半
分
以
上
の
費
用
を
町
単
独

で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
24
年
予
算
で
は
国
家
予
算

か
ら
補
正
予
算
歳
を
取
っ
て
、
ま

た
元
気
交
付
金
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
い
て
い
た
の
で
出
来
た
。
国
の

経
済
対
策
予
算
を
見
な
が
ら
、
町

の
資
本
と
し
て
見
合
う
公
共
工
事

を
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
良
い
例

が
笹
尾
の
浄
水
場
だ
。
整
備
に
４

億
円
ほ
ど
掛
か
る
も
の
だ
っ
た
。

通
常
な
ら
国
家
か
ら
は
総
額
の
１

／
４
し
か
見
て
く
れ
な
い
。
そ
れ

を
今
回
の
経
済
対
策
で
、
町
は
10

％
し
か
見
な
く
て
良
い
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
10
％
は

借
金
し
て
も
良
い
し
、
そ
の
借
金

の
元
利
の
半
分
は
国
が
み
て
く
れ

る
と
い
う
も
の
だ
。
こ
ん
な
チ
ャ

ン
ス
は
無
い
と
思
い
や
ら
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
国
の
経
済
対
策
予

算
を
見
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。

　

さ
て
次
回
の
選
挙
だ
が
、
質
問

の
要
点
で
あ
る
経
済
対
策
を
ど
う

展
開
し
て
い
く
の
か
含
め
た
質
問

だ
っ
た
が
、
ご
ら
ん
の
通
り
ま
だ

ま
だ
元
気
だ
。
政
策
課
題
も
あ
ら

た
に
出
て
き
て
い
る
。
次
回
も
出

馬
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

私
は
町
長
就
任
以
来
、
少
子
社

会
は
国
を
滅
ぼ
す
、
と
言
い
続
け

て
き
た
。
そ
の
た
め
、
少
子
化
歯

止
め
の
政
策
も
行
っ
て
き
た
。
ま

ず
、
０
歳
児
の
医
療
が
無
料
化
だ

っ
た
も
の
を
、
そ
の
年
齢
を
小
学

生
ま
で
上
げ
て
医
療
費
の
助
成
に

努
め
て
き
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
に
は
大
き
く
費

用
が
掛
か
る
。
以
前
に
は
、
中
学

卒
業
時
に
は
進
学
か
就
業
か
で
分

か
れ
て
い
た
が
、
今
で
は
高
校
は

当
た
り
前
で
、
あ
わ
よ
く
ば
大
学

進
学
ま
で
と
い
う
時
代
だ
。
今
の

ま
ま
で
は
効
果
が
薄
い
。
国
全
体

で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

だ
。
苓
北
町
で
は
、
他
所
に
比
べ

れ
ば
人
口
減
少
が
抑
え
ら
れ
て
い

る
ほ
う
だ
。
大
き
な
政
策
は
、
安

定
し
た
仕
事
先
が
全
国
津
々
浦
々

ま
で
広
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。
少
子
化
の
歯
止
め
策
を
全

国
で
や
っ
て
い
た
だ
き
、
国
と
連

携
し
て
地
域
に
も
安
定
し
た
仕
事

場
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
。

　

具
体
策
と
し
て
、
若
者
の
安
定

し
た
仕
事
場
と
し
て
、
首
都
圏
で

５
万
人
も
の
待
機
者
が
い
る
介
護

施
設
を
作
れ
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
ど
う
料
理
す
る
か
は
、
町
だ

け
で
は
出
来
な
い
が
、
地
方
創
生

大
臣
と
も
連
携
し
て
農
地
法
の
改

正
な
ど
、
法
律
整
備
も
し
て
い
た

だ
き
、
や
っ
て
い
き
た
い
。

野 田 謙 二 議員

今後の苓北町経済をどうするのか？
加えて、次回の選挙へはどのように
考えているのか？

問

町長

　手話とは、日本語を音声ではなく、手や指、体などの動きや顔の表情で伝える独自の語彙や文法体系を持つ
言語である。手話を使う人たちにとって、聞こえる人たちの音声言語と同様に、情報獲得とコミュニケーショ
ンの手段として大切に守られ、時には新たな手話も培ってきた。
　しかしながら、ろう学校では手話を使うことが制限されてきた長い歴史があった。平成18年12月に採択され
た国連の障害者権利条約には、「手話は言語」であることが明記されている。
　障害者権利条約の批准に向けて国は国内法の整備を進め、平成23年８月に成立した「改正障害者基本法」で
は「全て障害者は、可能な限り、言語（手話を含む。）その他の意思疎通のための手段についての選択の機会
が確保される。」と定められた。
　また、同法第22条では、国・地方公共団体に対して情報の利用におけるバリアフリー化などを義務づけてお
り、国として、手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、聞こえない子どもが手話を身につ
け、手話で学べ、自由に手話が使え、さらには手話を言語として普及、研究することのできる環境の整備に向
けた法整備を実現することが必要である。
　よって、国におかれては、「手話言語法」を制定されるよう強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

「手話言語法」制定を求める意見書

苓北町議会議長 倉　田　　明

平成 26 年９月 12 日衆 議 院 議 長
参 議 院 議 長
内閣総理大臣
文部科学大臣
厚生労働大臣

伊 吹 文 明
山 崎 正 昭
安 倍 晋 三
下 村 博 文
塩 崎 恭 久

様
様
様
様
様

　平成26年６月24日に「農林水産業・地域の活力創造プラン」が改訂され、政府は、「農業・農村全体の所得
を今後10年間で倍増させることを目指す」を盛り込んだ。
　特に「農協の改革推進」においては、ＪＡの事業や組織運営のあり方、ＪＡ・連合会などの組織形態の見直
し、中央会の新たな制度への移行など、幅広い提言がなされており、これらの内容を具現化するための法律改
正などが、来年の通常国会で行われる予定となっている。
　苓北町の農業振興や農村社会の維持・発展については、これまでＪＡと一体となって取り組んできており、
今後もこの関係を継続していく必要があると認識している。
　しかしながら、「農協改革」に関する今後の政府のとりまとめ如何では、ＪＡの組織・事業機能が低下し、
これまで連携して取り組んできた農業政策の推進、担い手の育成、農業の持つ多面的機能の維持などの対応が
困難になり、ひいては農業者、地域農業・農村に対しても多大な影響が出ることが懸念される。
　よって、国におかれては、次期通常国会で審議される予定となっている「農協改革」については、下記の事
項を十分踏まえて慎重に対応するよう強く求める。

記
１．農業者の協同組織であり民間組織であるＪＡに対して、強制的な組織変更をさせるのではなく、あくまで
も農家・組合員・組織の総意に基づく自己改革を基本とするよう、十分配慮すること。

２．ＪＡの行う事業は、地域社会のインフラを支える役割を担っており、この役割は今後も大きくなっていく
ことから、ＪＡの事業について地域実態を無視したような過度な干渉は行わず、自主性を尊重すること。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

「農協改革」に関する意見書

苓北町議会議長 倉　田　　明

平成 26 年９月 12 日
衆 議 院 議 長
参 議 院 議 長
内閣総理大臣
農林水産大臣
内閣府特命大臣
内閣官房長官

伊 吹 文 明
山 崎 正 昭
安 倍 晋 三
西 川 公 也
有 村 治 子
管 　 義 偉

様
様
様
様
様
様
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一般質問
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苓北町議会だより「きずな」第91号 苓北町議会だより「きずな」第91号 一般質問
（
一
）
交
通
手
段
の
確
保

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
巡
回
コ
ー
ス

の
案
が
示
さ
れ
た
が
温
泉
セ
ン

タ
ー
中
心
で
、
住
民
生
活
を
重
視
し
た

コ
ー
ス
の
設
定
を
指
摘
し
た
。
再
検
討

す
る
と
い
う
事
だ
っ
た
が
、
そ
の
結
果

は
。
　

高
齢
化
社
会
の
交
通
手
段
の

確
保
に
つ
い
て
、
全
員
協
議
会

で
説
明
し
た
無
料
バ
ス
運
行
計
画
は
役

場
発
着
の
運
行
計
画
を
練
り
直
し
中
。

　

高
齢
者
等
の
交
通
の
便
の
確

保
に
つ
い
て
、
在
宅
老
人
移
送

サ
ー
ビ
ス
の
規
定
見
直
し
を
尋
ね
た
。

26
年
度
に
検
討
委
員
会
を
開
き
制
度
の

改
善
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
い
う
事

だ
っ
た
が
そ
の
経
過
は
。

　

在
宅
老
人
移
送
サ
ー
ビ
ス
は

地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
要
綱
等

の
改
正
も
視
野
に
更
に
利
便
性
の
高
い

利
用
計
画
を
検
討
し
て
い
く
。

（
二
）
医
療
費
の
現
状
と
今
後
の
取
り

組
み
　

国
民
健
康
保
険
、介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
会
計
の
医

療
費
の
支
出
の
中
身
を
精
査
、検
証
し
、

そ
の
傾
向
を
探
り
医
療
費
の
軽
減
の
た

め
、
具
体
的
な
対
策
を
検
討
す
べ
き
。

　

町
の
医
療
費
等
の
現
状
は
、

健
康
れ
い
ほ
く
21
計
画
、
第
２

期
特
定
健
康
診
査
等
、
実
施
計
画
の
中

で
分
析
を
行
い
健
康
増
進
に
向
け
た
取

り
組
み
の
計
画
を
作
成
し
実
施
中
。
苓

北
町
は
、
他
と
比
べ
入
院
医
療
費
が
高

い
。
老
人
会
や
、
女
性
の
会
、
高
齢
者

大
学
等
に
54
件
の
出
前
講
座
を
実
施
し

保
健
師
等
に
よ
る
健
康
講
話
、
健
康
体

操
を
指
導
し
高
齢
者
等
の
健
康
増
進
、

介
護
予
防
に
努
め
て
い
る
。

（
一
）
急
傾
斜
地
等
危
険
区
域
へ
の
対
応

　

町
地
域
防
災
計
画
に
急
傾
斜

地
等
の
危
険
区
域
が
示
さ
れ
て

い
る
。
対
策
は
国
、
県
等
と
も
協
議
し

確
実
に
、
早
急
な
対
応
を
期
待
す
る
。

当
該
地
域
の
住
民
に
は
危
険
個
所
で
あ

る
事
を
一
層
啓
発
し
に
努
め
、
崩
壊
の

前
兆
。
避
難
の
順
路
や
方
法
。
避
難
個

所
の
周
知
等
に
よ
り
安
全
を
確
保
す
べ

き
。
県
の
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

現
地
調
査
は
、
周
辺
の
状
況
詳
し
い
地

域
住
民
の
意
見
を
聞
く
調
査
を
県
に
提

起
す
べ
き
。

　

危
険
個
所
は
、
急
傾
斜
崩
壊

危
険
場
所
等
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
区
域
で
は
、
関
係
法
律
に
よ

り
ハ
ー
ド
面
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い

る
。
今
後
も
、
関
係
機
関
へ
整
備
要
望

を
行
う
。
危
険
予
知
は
、
防
災
マ
ッ
プ

を
Ｈ
22
年
に
全
戸
配
布
し
周
知
し
て
い

る
。
県
の
調
査
の
際
、
周
辺
の
意
見
も

参
考
に
と
い
う
事
、
県
に
相
談
を
し
た

い
。
　

津
波
対
策
で
12
ｍ
の
一
次
避

難
所
を
作
っ
た
が
、
海
岸
等
低

地
に
新
築
の
家
が
建
つ
。
海
抜
何
ｍ
と

い
う
事
を
建
築
主
に
伝
え
た
か
。

　

家
屋
を
建
て
る
場
合
に
届
が

必
要
な
家
屋
の
確
認
申
請
は
天

草
広
域
本
部
に
。
問
合
わ
せ
が
あ
れ
ば

海
抜
何
ｍ
と
言
う
事
は
で
き
る
。

（
二
）
道
路
沿
線
の
整
備

　

道
路
は
住
民
生
活
に
密
着
し

た
重
要
な
施
設
。
現
状
の
道
路

の
維
持
管
理
は
さ
ら
に
努
力
を
す
べ

き
。山
間
部
の
道
路
維
持
管
理
の
方
法
、

手
段
は
検
討
し
た
い
と
い
う
事
で
あ
っ

た
が
そ
の
後
の
取
り
組
み
と
進
捗
は
。

　

点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
、
地
域
か

ら
の
報
告
、
行
政
通
信
を
受
け

修
繕
等
を
進
め
て
い
る
。
県
は
年
間
を

通
じ
て
事
業
者
と
委
託
契
約
を
結
び
落

石
崩
土
の
除
去
、
側
溝
、
道
路
構
造
物

補
修
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
補
修
、
夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
等
を
一
括
委
託
。
県
を
参
考

に
し
な
が
ら
検
討
。

　

町
長
と
一
緒
に
山
間
部
を
巡

回
し
状
況
を
把
握
す
べ
き
。

（
三
）
既
設
溜
池
の
適
正
保
全
に
よ
る

災
害
防
止
と
水
源
確
保

　

溜
池
台
帳
掲
載
の
個
所
数

は
。
農
業
が
基
幹
産
業
の
本
町

で
小
規
模
な
溜
池
の
有
効
活
用
の
為
公

有
化
に
着
手
す
べ
き
。
人
、
財
政
、
管

理
技
術
は
公
共
の
能
力
が
上
回
っ
て
い

る
。
適
切
な
維
持
管
理
が
可
能
に
な
れ

ば
農
業
用
水
だ
け
で
な
く
、
溜
池
の
決

壊
・
氾
濫
に
よ
る
民
家
農
地
の
災
害
防

止
に
な
り
一
石
二
鳥
の
水
管
理
施
策
に

な
る
。　

62
箇
所
。
そ
の
多
く
が
民
間

所
有
。
現
在
未
利
用
で
土
砂
の

堆
積
も
進
み
空
池
の
状
況
も
あ
る
。
そ

の
理
由
は
、
圃
場
整
備
等
で
新
た
な
水

路
、
水
源
が
整
備
。
小
規
模
の
老
朽
化

し
た
溜
池
は
余
水
吐
や
利
水
設
備
の
改

修
、堤
体
の
耐
震
化
等
の
検
討
が
必
要
。

山
間
部
の
水
田
が
耕
作
さ
れ
な
く
な
っ

た
事
。
維
持
管
理
に
は
大
変
な
労
力
が

必
要
。
溜
池
の
公
有
化
は
考
え
て
い
な

い
。
が
、
老
朽
化
や
管
理
不
足
に
よ
る

決
壊
等
災
害
が
懸
念
さ
れ
る
。
防
災
上

国
が
進
め
て
い
る
溜
池
の
防
災
減
災
調

査
事
業
等
で
精
査
研
究
を
し
た
い
。

（
一
）
猪
等
有
害
鳥
獣
の
被
害
対
策

　

猪
の
被
害
は
非
常
に
深
刻
な

問
題
。
電
柵
設
置
補
助
、
捕
獲

に
取
り
組
ん
で
る
が
有
効
な
対
策
、
成

果
は
見
え
な
い
。
猪
に
よ
り
町
の
農
業

は
全
滅
す
る
と
の
発
言
も
あ
る
。
被
害

の
発
生
は
い
つ
頃
か
ら
か
。被
害
額
は
。

農
家
が
希
望
を
持
っ
て
稼
業
に
取
り
組

め
る
環
境
づ
く
り
の
為
再
度
、
猪
の
被

害
対
策
に
重
点
を
置
く
べ
き
。
ま
た
、

最
近
、
民
家
の
近
所
で
頻
繁
に
タ
ヌ
キ

を
見
か
け
る
。
こ
れ
の
生
育
状
況
と
被

害
状
況
は
。

　

被
害
の
発
生
は
Ｈ
９
年
頃
か

ら
。
捕
獲
の
開
始
は
Ｈ
10
年
か

ら
。
猪
等
に
よ
る
被
害
額
は
Ｈ
23
年
度

２
３
３
万
３
千
円
。Ｈ
25
年
度
64
万
円
。

各
市
の
取
組
み
を
確
認
の
上
、
効
果
的

な
取
組
み
を
県
・
各
市
の
協
議
会
に
問

合
せ
た
い
。

　

国
も
消
滅
集
落
を
心
配
し
て

い
る
。山
間
部
の
一
人
住
い
は
、

役
場
、警
察
の
定
期
的
な
巡
視
が
必
要
。

　

山
間
部
の
農
地
被
害
は
共
済

組
合
で
把
握
。
個
別
の
被
害
状

況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

長
野
県
で
は
狩
猟
肉
を
特
産

品
と
し
て
料
理
に
使
う
。
地
域

名
産
品
天
草
大
王
、
天
草
猪
、
岩
ガ
キ

で
取
組
み
、
猪
を
迷
惑
な
イ
ノ
シ
シ
か

ら
、
必
要
な
イ
ノ
シ
シ
に
視
点
を
変
え

れ
ば
猪
も
減
っ
て
来
る
。
今
後
検
討
す

べ
き
。　

肉
の
活
用
は
、
他
町
を
参
考

に
、
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

　

タ
ヌ
キ
の
正
確
な
生
育
状
況

は
把
握
し
て
な
い
。
被
害
は
、

Ｈ
23
年
度
13
万
３
千
円
、Ｈ
25
年
度
は

挙
が
っ
て
な
い
。

　

タ
ヌ
キ
捕
獲
後
の
そ
の
処
理

は
県
に
相
談
し
果
樹
等
に
大
き

な
被
害
が
出
る
前
に
何
ら
か
の
対
処
法

を
考
え
て
お
く
べ
き
。

　

タ
ヌ
キ
対
策
は
罠
を
購
入
し

た
。
罠
の
免
許
所
持
者
に
よ
り

駆
除
を
進
め
て
い
く
。

（
一
）
一
般
質
問
の
回
答
は
文
書
化
し

て
事
前
配
布
す
べ
き

　

議
会
運
営
基
準
等
に
基
づ

き
、
提
出
し
て
い
る
。
討
論
の

中
身
の
充
実
。
議
会
と
町
の
対
等
な
立

場
か
ら
文
書
化
し
事
前
に
配
布
す
べ

き
。
　

討
論
は
充
実
し
順
調
に
深
ま

っ
て
い
る
。
議
会
で
不
都
合
だ

と
感
じ
て
お
ら
れ
る
な
ら
議
会
の
総
意

で
方
向
性
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

平
成
16
年
5
月
31
日
付

け
で
、
苓
北
町
を
「
甲
」

と
し
株
式
会
社
エ
コ
ア
ッ
シ
ュ
を

「
乙
」
と
す
る
事
業
進
出
に
関
す

る
協
定
書
（
全
11
条
）
が
結
ば
れ

て
い
る
。

　

そ
の
第
1
条
で
、
本
協
定
は
、

甲
と
乙
が
互
い
に
協
力
す
る
こ
と

に
よ
り
、
町
民
及
び
周
辺
環
境
と

調
和
し
た
事
業
進
出
に
よ
っ
て
、

苓
北
町
の
振
興
と
発
展
を
達
成
す

る
た
め
に
締
結
す
る
も
の
で
あ

る
。
と
協
定
の
目
的
が
謳
っ
て
あ

る
。

　

ま
た
、
第
4
条
3
項
で
、
甲
は

「
苓
北
町
地
域
資
源
活
用
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
定
め
る
「
町
の
役
割
」
を

担
い
、
長
期
継
続
的
に
石
炭
灰
リ

サ
イ
ク
ル
製
品
の
活
用
を
行
う
よ

う
務
め
る
も
の
と
す
る
。と
あ
る
。

町
は
こ
れ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
務
め
て
こ
ら
れ
た
の
か
。

　

平
成
25
年
12
月
の
質
問

に
お
答
え
し
た
と
お
り
、

必
要
性
が
あ
る
と
き
は
A
C
Ⅱ
を

使
用
し
て
き
ま
し
た
し
、
今
後
も

必
要
な
場
所
に
必
要
な
製
品
を
使

っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

次
に
、
第
8
条
で
権
利

義
務
関
係
の
継
承
と
い
う

条
文
見
出
し
で
、
乙
に
お
い
て
合

併
、
譲
渡
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り

こ
の
協
定
に
よ
る
権
利
義
務
を
他

に
継
承
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き

は
、
甲
と
協
議
の
う
え
、
当
該
権

利
義
務
は
継
承
を
必
要
と
す
る
も

の
と
す
る
。
と
あ
り
ま
す
。

　

会
社
概
要
に
よ
り
ま
す
と
平
成

21
年
に
福
岡
市
の
方
で
株
式
会
社

エ
コ
ア
ッ
シ
ュ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
を
設
立
し
て
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
で
協
議
は
さ
れ
て
き

た
の
か
、
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

　

協
定
書
第
8
条
で
、
そ

の
よ
う
に
定
め
て
あ
り
ま

す
が
、
株
式
会
社
エ
コ
ア
ッ
シ
ュ

か
ら
株
式
会
社
エ
コ
ア
ッ
シ
ュ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
へ
権
利
義
務
を

継
承
し
た
の
で
は
な
く
、
現
在
も

株
式
会
社
エ
コ
ア
ッ
シ
ュ
が
製
品

を
製
造
販
売
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
協
議
の
必
要
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

　

こ
の
協
定
書
は
も
う
10

年
も
前
の
こ
と
に
な
る

が
、
議
決
案
件
で
は
な
か
っ
た
と

思
う
が
確
認
し
た
い
。

　

議
決
案
件

で
は
な
く
、

全
員
協
議
会
で
の
説

明
だ
っ
た
と
思
う
。

　

A
C
Ⅱ
を

使
用
す
る
段

階
で
、
県
か
ら
実
証

工
事
を
す
る
こ
と
を

求
め
ら
れ
て
最
終
的

に
、
今
の
工
業
団
地
内
に
お
ち
つ

い
て
、
企
業
負
担
で
さ
れ
て
町
負

担
が
な
く
な
っ
た
。

　

そ
れ
は
少
し
違
っ
た
筋

道
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

安
全
性
に
対
す
る
実
証
工
事
を

県
は
町
で
は
な
く
進
出
企
業
に
求

め
た
。　

当
時
か
ら
の「
き
ず
な
」

で
も
実
証
工
事
は
、
イ
ゲ

林
や
黒
染
に
町
負
担
で
予
定
す
る

も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
確
認
で

き
る
。

　

町
長
は
10
年
前
、
こ
の
事
業
に

取
り
組
む
と
き
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
進
出
企
業
も
、九
電
も
良
い
し
、

町
も
税
収
面
で
良
か
っ
で
す
よ
！

と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で

10
年
経
過
し
た
現
在
で
も
町
税
収

に
当
初
説
明
の
メ
リ
ッ
ト
が
見
え

て
こ
な
い
の
で
お
た
ず
ね
す
る
と

初
期
投
資
が
大
き
か
っ
た
の
で
そ

こ
ま
で
い
か
な
い
と
の
答
弁
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
。

　

特
権
階
級
を
つ
く
る
こ
と
に
な

ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　

税
の
こ
と
で
詳
し
く
は

言
え
な
い
が
均
等
割
り
は

納
め
て
い
た
だ
い
て
い
て
相
当
額

の
法
人
税
（
後
日
の
決
算
特
別
委

員
会
で
平
成
26
年
度
分
と
答
弁

有
）
も
納
め
て
お
ら
れ
る
と
報
告

を
受
け
て
い
る
。

　

ご
く
最
近
の
こ
と
だ
と

は
思
う
が
私
達
も
初
め
て

聞
い
た
。
課
題
が
展
望
に
転
ず
る

こ
と
を
願
い
た
い
。

錦 戸 久 幸 議員

町の政策が後年度にかけても町民が評価できるものであるときは
「町長の優れた行政手腕の賜」。
反対に評価できないものであるときは「議決機関である議会の責
任」。このことを理念としておたずねします。町がこの事業に取り
組んで早10年。
当初説明の町税収への貢献は？

石炭灰行政の展望と課題について

町長 問

問問

問

問

問
副
町
長

町長

町長

町長

事業進出に関する協定書

問

問問

問問問

問問

問問

二
　
災
害
対
策

四
　
一
般
質
問
の
回
答

三
　
農
業
振
興
の
た
め
の
有
害

　
　
鳥
獣
に
よ
る
被
害
対
策

町長

土管

町長 町長

町長町長

町長

町長 農林農林農林町長

町長

問問問

浜 口 雅 英 議員

一
　
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
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野 﨑 幸 洋 議員

◎町の平成２６年度の重要施策
防災・減災などの危機管理の強化につながる施策について、
「今年度も引き続き志岐の拠点避難地など、防災減災対策、
危機管理に努める。」としているが拠点避難地以外の防災に
対しての見解を問う。

　

今
年
の
夏
の
豪
雨
に
よ

り
全
国
各
地
で
、
土
砂
災

害
が
多
数
発
生
し
多
く
の
方
が
犠

牲
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
。
苓
北
町

も
、
７
月
か
ら
８
月
の
豪
雨
に
よ

り
土
砂
崩
れ
な
ど
の
災
害
が
数
箇

所
発
生
し
た
。
９
月
に
は
県
か
ら

危
険
箇
所
の
調
査
に
入
る
と
は
聞

い
て
い
る
が
、
ま
だ
多
く
の
急
傾

斜
地
が
あ
り
、
地
す
べ
り
対
策
が

さ
れ
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
町
単
独
で
で
き
る

箇
所
に
つ
い
て
は
早
急
に
対
処
す

べ
き
で
は
な
い
か
？
現
在
町
が
、

把
握
し
て
い
る
危
険
箇
所
は
何
箇

所
あ
る
の
か
？
ま
た
、
そ
の
対
策

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
？

　

現
在
苓
北
町
に
は
、
土

石
流
危
険
箇
所
46
箇
所
、

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
１
７
５

箇
所
、
地
滑
り
危
険
箇
所
が
11
箇

所
あ
り
、
そ
の
う
ち
土
石
流
危
険

箇
所
に
つ
い
て
は
人
家
５
戸
以
上

が
、
22
箇
所
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危

険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
人
家
５
戸

以
上
が
60
箇
所
、
地
滑
り
危
険
箇

所
に
つ
い
て
は
、
11
箇
所
が
、
熊

本
県
の
整
備
対
象
危
険
箇
所
と
さ

れ
て
い
る
。
整
備
に
つ
い
て
は
町

単
独
で
行
う
有
利
な
起
債
事
業
は

な
く
、
県
が
事
業
主
体
で
あ
り
、

県
で
緊
急
度
を
検
討
し
事
業
を
進

め
て
い
る
。
整
備
の
要
望
、
緊
急

度
の
要
望
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

行
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

大
潮
が
台
風
と
重
な
っ

た
際
、
高
波
に
よ
り
、
国

道
３
２
４
号
線
、
上
津
深
江
か
ら

坂
瀬
川
の
海
岸
線
に
は
波
し
ぶ
き

や
、
砂
利
等
が
打
ち
上
げ
る
所
が

数
箇
所
見
受
け
ら
れ
、
通
行
に
支

障
を
き
た
し
危
険
を
伴
う
こ
と
が

あ
る
。
国
・
県
に
対
し
何
等
か
の

対
策
を
要
望
さ
れ
て
い
る
の
か
？

　

現
在
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
対

処
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
階

段
式
護
岸
へ
の
改
修
は
考
え
ら
れ

な
い
か
？

　

上
津
深
江
か
ら
坂
瀬
川

の
海
岸
線
に
つ
い
て
は
、

国
道
３
２
４
号
線
の
機
能
保
全
と

い
う
こ
と
か
ら
も
事
業
主
体
で
あ

る
、
熊
本
県
へ
要
望
を
行
っ
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

階
段
式
護
岸
へ
の
改
修
に
つ
い
て

も
可
能
で
あ
る
の
か
、
工
法
面
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ

う
要
望
を
行
っ
て
行
き
た
い
。

　

坂
瀬
川
新
松
原
橋
右
岸

側
は
、
海
抜
約
２
〜
３
ｍ

と
低
く
、
堤
防
も
な
い
箇
所
が
あ

る
。
す
ぐ
横
に
は
、病
院
が
あ
り
、

近
く
に
は
高
齢
者
が
住
ん
で
お
ら

れ
る
住
宅
も
あ
る
。
以
前
、
台
風

に
よ
り
波
と
砂
利
が
県
道
ま
で
打

ち
上
げ
た
こ
と
も
あ
り
、
非
常
に

危
険
で
あ
る
。
早
急
な
対
応
が
必

要
と
考
え
る
が
町
の
見
解
は
？

　

　

松
原
川
河
口
の
右
岸
側

は
、
県
河
川
松
原
川
の
護

岸
で
あ
り
、
県
道
坂
瀬
川
御
領
線

の
道
路
施
設
で
も
あ
り
、
国
道
の

新
松
原
橋
が
建
設
さ
れ
た
後
も
坂

瀬
川
漁
港
の
漁
港
区
域
内
と
い
う

現
状
で
あ
る
。

　

防
災
対
策
と
し
て
は
、
平
成
22

年
度
に
県
が
施
工
し
た
、
新
松
原

橋
の
架
け
替
え
工
事
に
伴
う
仮
設

道
路
の
復
旧
の
際
に
、
仮
設
に
使

用
し
た
護
岸
の
部
分
は
、
以
前
の

高
さ
よ
り
高
く
し
て
復
旧
し
て
い

た
だ
い
た
経
緯
が
あ
る
。

　

ま
た
、
町
の
漁
港
区
域
内
で
も

あ
る
の
で
、
高
潮
対
策
と
し
て
、

こ
の
付
近
の
河
川
内
の
堆
積
土
の

除
去
を
度
々
実
施
し
て
い
る
。

　

最
近
で
は
平
成
25
年
度
に
２
回

実
施
し
て
る
が
、
波
浪
に
よ
り
再

び
堆
積
す
る
と
い
っ
た
状
況
に
あ

る
。

　

今
後
は
、
効
果
的
な
対
策
の
た

め
、
こ
れ
ら
の
経
緯
や
管
理
形
態

も
含
め
、
県
の
河
川
管
理
、
県
道

路
管
理
の
部
署
と
協
議
の
上
、
防

災
へ
の
対
策
を
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

Ｊ
Ａ
れ
い
ほ

く
女
性
部
の
、

年
間
行
事
計
画

の
一
つ
に
9
月

議
会
傍
聴
を
計

画
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
9
月
8
日
、
女
性
部
の
メ
ン
バ
ー
達
と

2
日
目
の
補
正
予
算
審
議
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　

議
会
も
2
日
目
な
の
で
、
傍
聴
席
も
ま
ば
ら
で
し

た
。
各
議
員
の
質
問
の
中
で
身
近
に
感
じ
た
議
題
に

私
達
が
住
ん
で
い
る
「
志
岐
浜
ノ
町
・
釜
地
区
」
の

海
岸
の
護
岸
工
事
に
つ
い
て
で
し
た
。
海
岸
を
埋
め

立
て
新
た
な
土
地
が
造
成
さ
れ
た
、
そ
の
土
地
の
防

災
上
の
問
題
点
・
優
位
性
に
つ
い
て
各
議
員
よ
り
質

問
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
各
担
当
課
長
、
町
長
よ

り
答
弁
ま
た
説
明
が
あ
り
、
議
会
は
緊
迫
し
た
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。私
は
単
に
景
色
が
良
く
な
り
、

風
当
た
り
が
弱
く
な
っ
て
良
か
っ
た
な
と
簡
単
に
考

え
て
い
ま
し
た
。
議
員
の
人
達
が
そ
こ
ま
で
考
え
て

お
ら
れ
た
の
か
と
感
心
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
町
民
の
代
表
」
と
し
て
議
員
の
皆
さ
ん
、

苓
北
町
執
行
部
と
の
活
発
で
活
力
の
あ
る
議
会
討
論

を
交
わ
さ
れ
、
苓
北
町
の
発
展
に
繋
が
り
ま
す
よ
う

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

永 野 実千代 さん
（浜の町）

問

問

問

町長

町長

町長

坂瀬川新松原川右岸付近の状況

　

平
成
26
年
9
月
5
日
（
金
）
か
ら
12

日
（
金
）
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
第
29

回
苓
北
町
議
会
定
例
会
議
を
傍
聴
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
傍
聴
は

初
め
て
で
あ
り
、
折
角
の
機
会
と
思
い

会
議
初
日
の
一
般
質
問
か
ら
最
終
日
ま

で
の
本
会
議
す
べ
て
を
拝
聴
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
か
当
傍
聴
記
の
寄
稿
を
依
頼
さ
れ
、
甚
だ
僭

越
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
小
生
の
肌
で
感
じ
た
あ
り
の
ま
ま
の
感
想
を
と
思

い
筆
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
が
行
わ
れ
る
会
議
初
日
は
、
議
会
傍
聴
席
も
ほ
ぼ
満
席
状
態

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
町
議
会
が
如
何
に
町
民
に
近
く
、
か
つ
開
か
れ
た

存
在
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
町
政
に
対
す
る
現
状
認
識
と
課
題
お
よ
び
将

来
構
想
に
関
す
る
考
え
方
を
知
り
た
い
と
い
う
町
民
の
方
々
の
強
い
思
い

の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
と
驚
嘆
し
ま
し
た
。
事
実
、
議
場
は
終
始
厳
粛
な
雰

囲
気
で
緊
張
感
溢
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

特
に
町
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
の
方
々
は
、
少
子
高
齢
化
、
防
災
事
業
、

福
祉
の
充
実
、
産
業
振
興
な
ど
諸
課
題
に
対
す
る
町
民
の
意
見
要
望
を
真

摯
に
受
け
止
め
多
岐
に
わ
た
る
調
査
、
検
討
を
行
い
執
行
部
に
対
し
質
問

を
行
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
に
対
し
て
町
長
を
は
じ
め
町
の
執
行
部
の
答

弁
も
町
民
の
た
め
の
よ
り
良
い
町
づ
く
り
、
町
政
運
営
な
ど
を
目
指
し
、

課
題
の
現
状
把
握
、
あ
る
べ
き
姿
、
達
成
に
向
け
て
の
施
策
な
ど
色
々
な

視
点
か
ら
深
掘
を
行
い
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、政
策
の
実
行
に
お
い
て
も
的
確
に
進
め
て
い
る
こ
と
の
説
明
も
あ
り
、

議
員
、
町
の
双
方
の
真
摯
な
中
に
も
情
熱
と
気
迫
溢
れ
る
討
論
を
感
慨
深

く
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、苓
北
町
が
よ
り
良
い
町
と
な
る
よ
う
祈
念
し
、

私
の
傍
聴
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

稲 田 龍 一 さん
（年　柄）
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